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Vaccination of Hepatitis B for Medical and Pharmaceutical Students 
Shoko Matsui, Kazue Takakura, Hitomi Noguchi and Isao Kitajima 
要旨
医薬系の実習における感染予防対策を目的として，医薬系キャンパスの学生に対して， B型肝炎ワク
チン（以下 HB ワクチン）による予防接種を行った。その結果， 1 シリーズの HB ワクチン後には，





















対象は， 20XX 年から 20X(X+5）年までの 5 年
間において， HBs 抗体検査および HB ワクチン
接種を実施した学生 1223 名である。 HB ワクチ
ンは，組み替え沈降B型肝炎ワクチン「ビーム
ゲン⑧」（化学及血清療法研究所：以下化血研，
熊本）を用い， 0.5ml を 1 シリーズ 3 回（初回， 1 ヶ
月後， 6 ヶ月後）上腕に皮下注射（もしくは筋肉
内注射）した。 HB ワクチン接種後の抗体検査は




て初回から約 12 ヶ月後に追加接種を 1 回行い，
その約 1 ヶ月後に抗体検査を施行した。
また 20l(X+4）年および 20(X+5）年に，肝炎ワ
クチン 1 シリーズ施行後 2 年ないし 3 年を経た学
生の希望者 272 名を対象として， PHA法による
肝炎抗体検査を施行した。







I シリーズ後に抗体陰性であった計 18 名に対し
て追加接種を勧奨し， 17 名が l 匝の追加接種を
行った。その結果，陽転化が得られなかった者は
8 名（追加接種者の 47%，全体の 0.7%）であっ
た（表 2 ）。









20l(X+ 1) 3 2 1 
20l(X+2) 2 2 1 1 
201(X+3) 4 4 2 2 
201(X+4) 5 5 3 2 
20l(X+5) 5 5 3 2 
一方， 1 シリーズ施行後に抗体陽性を確認した




は 94 名（34.6%）であった（表 3）。年度別での
比較では， 201Y 年の受験者 140 名中，抗体陰性




陽転後 1 年目で、検査を行った者 92 名中，抗体陰
性者は 18 名（19.6%）であったのに対して， 2
年目で検査を行った 180 名中，抗体陰性者は 104
名（42.2%）であり（図 1），有意に 1 年間で急速
な陰転化が認められた（P< 0.01) 。





















ている。特に HBV 感染症は， HBe 抗原陽性者
の血液による針刺し事故が起こった場合に，感









大学生における B型肝炎抗体 3 
ンに準拠したワクチン接種勧奨が求められてい
る。
この中で肝炎ワクチンに関しては， 0, 1, 6 ヶ
月後の 3 回接種を 1 シリーズとして行い， 3 回目
の接種終了後から 1 ～ 2 ヶ月後に HBs 抗体検査








1回目 Z回目 3回目 HBs抗体検査
畢 皐 • 相畠－











は続くことが判明したため， 2014 年 12 月に公表
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が 2015 年 3 月に公開した「大学，短期大学及び
高等専門学校における障害のある学生の修学支援
に関する実態調査分析報告」 1 ）があり，支援障害
































































































































































































































































































































































Investigating the state of intimate partner violence using information communication 
technologies in Japan 
Midori Takezawa (Center for Health Care and Human Sciences, University of Toyama) 
Megumi Matsui (Student Support Center, Okayama University) 
キーワード：交際相手からの暴力，情報通信技術，インターネット， CMC
Key words: intimate partner violence, information communication technology, internet, CMC 
アブストラクト
インターネットや携帯電話をはじめとする情報通信技術（ICT）の浸透によって， ICT を用いた親密な
パートナーからの暴力（IPV）が増えていることが指摘されている。本研究では ICT を用いた IPV の日
本における実態とその特徴を明らかにすることを目的とした。先行研究で指摘されている ICT を用いた






















際相手への暴力（Intimate Partner Violence : 
IPV）に ICTが用いられることも増えている。
Korchmaros, Ybarra, Langhinrichsen-Rohling, 
Boyd, & Lenhart (2013）が10代を対象に調査
を実施した結果，過去1年間にCMC を介して交
際相手に対して心理的暴力を行った経験のある
人は， 40.6% であった。さらに， Zweig, Dank, 
12 
Yhner, & Lachman (2013）のミドルスクールか
らハイスクールの学生を対象とした調査の結果，
過去1年間で交際相手がいる（またはいた）人の







とが指摘されているが（Saltzman, 2004; Shorey, 
Cornelius, & Bell, 2008 など），概ね身体的暴力・
心理的暴力・性的暴力の3つが含まれていること











こで，本研究では日本における ICT を用いた IPV
の実態とその特徴を把握することを目的とする。
ICT を用いた IPVには様々な行為が存在する。












の4つのタイプの攻撃である。さらに， Zweig et 













メッセージ， SNS を用いて脅す， Facebook など
の自身のページに交際相手の悪口を書くなどの行
為が含まれている。また， Burke, Wallen, Vailｭ





































































「1 日に 3時間以上」「1 日に 1時間以上3時間未満J
「1 日に 30分以上 1時間未満」「1 日に 10分以上30
分未満」「1 日に 5分以上 10分未満」「1 日に 1分以
上5分未満J 「それ以下での利用j 「通話を利用し
ていない」で、あった。メールの送受信に対する選
択肢は，「1 日に 40件以上」「l 日に 30 ～ 39件」「1
日に 20 ～ 29件」「1 日に 10 ～ 19件」「1 日に 5 ～
9件」「1 日に 1 ～ 4件」「週に 3 ～ 4 件位」「週に
1 ～ 2件位」「それ以下での利用」「メール送信を
利用していない／メール受信を利用していないj
であった。また， 1 日の SNS (mixi, Twitter, 
LINE, GREE，モパゲータウン， Google＋）利
用時間についてそれぞれ回答を求めた。選択肢は，









































































通話を 1 日に5分未満 1 日に5分以上 l 日にJO分以上 1 日に30分以上 l 日に1時間以上 1 日に3時間以上
訓岡1 プい向い 10品安浦 叩品安端 1時間幸端 、時間圭端男性女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性男性女性













Table 2 1 日の携帯・スマートフォンのメーノレ送受信頻度
避に日～4件 l 日にl～9件 l 日に10～19件
男性 女性 男性 女性 男性 女性
51(2n.2見） 65(23.4幼 10~ （52.8略l m((5S.6%l 24(12.3紛 22(7.9哨）
28(14.4＇略） 24(8.6弛） 91(46. 7%) 154(55.4%) 42(21.5%) 53(19.1協）
Table 3 I 日のSNSの利用時間
アカウントを持っているが 1 日に30分未満 l 日に30分以上i孟と己ど重lj1!J］工νない Ii圭閉去溢
男性 女性 男性 女性 男性 女性
75(38.5＇弘.） 84(30.2也.） 53(27.2弛） 97(34.9目） 51(26.2拓，） 67(24.1弛，） 11(5.6弛） 14(5.0弛）
74(37.9幼 99(35.6叫） 24(12.3帖） 32(11.5同，） 65(33.35) 99(35.6%) 23(11.8弘） 25(9.0弛）





7(3.6帖，） 17(6.1弛） 4(2.1弘） 10(3.6弛）
16(8.2弛，） 23(8.3jも） 14(7.2略） 24Q旦臥）
l 日に1時間以上 1 日に3時間以上3睦閉ま溢
男性 女性 男性 女性
4(2.1弘） 9(3.2帖） 1(0.1%) 7(2.5帖）
6(3.1%) 16(5.85) 3(1.5首） 7(2.5帖）
9(4.6唱） 26(9.45) 8(4.1弛） 21(7.6%) 
LINE 113(57.9唱） 104(37.4) 19(9. 7同） 27(9.7唱，） 42(21.5也，） 81(29.1%) 11(5.6帖） 28(10.1帖） 7(3.6弘） 26(9.4弘） 3(1.5帖） 12(4.3%) 
GREE 149(76.4＇弘，） 214(77.0弘） 35(17.9%) 49(17.6%) 4(2.1%) 6(2.2弛） 3(1.5同） 4(1.4唱） 3(1.5略） 3(1.1唱） 1(0.5帖） 2(0.1也）
モパゲータウン 154(79.0弘，） 221(79.5弛） 29(14.9唱） 37(13.3帖） 5(2.6＇弘） 8(2.9%) 1(0.5唱） 5(1. 日略） 4(2.1也） 4(1.4%) 2(1.0＇目） 3(0.19も）










時間は男女ともに 1 日 5分未満が最も多く，調
査対象者の約5割が1 日 5分未満と回答していた
(Table 1）。メールの送受信は 1 日に 1 ～ 9件が最


















































男性 女性 男性 女性 男性 女性
言動監視 11(5.6紛 29(10.4'粉 20(10.3紛 29(10.4弛） 167(85.6紛 221(79.5紛
執劫なメッセージ送信 8(4.1紛 3(1.1%) 16(8.2紛 27(9.7紛 173(88.7帖，） 249(89.6扮
脅迫・侮辱 6(3.1扮 1(0.4弛） 8(4.l弛） 11(4.0弛，） 183(93.8＇弛，） 266(95.7也）
なりすまし 3(1.5略） 0(0.0略） 3(1.5弛） 2(0.7弛，） 190(97.4唱） 276(99.3也）
私的情報等による攻撃 4(2.1也） l(0.4目） 2(1.0%) 4(1.4%) 190(97.4略，） 273(98.2弛）
私的情報の掲載 2(1.0紛 0(0.0紛 3(1.5弛） 6(2.2弘，） 191(97.9也） 272(97.8弛）
16 
Table5 1 『言動監視』における「方法」のカテゴリー記述数
カテゴリー名 男性 女性 合計

































































カテゴリー名 男性 女性 合計
嫌・不快 7 (24.1唱） 19 (30.6%) 26 (28.6唱）
気持ち悪い 1 (3.5%) 9 (14.5見） 10 (11.日目）
何とも思わない 2 (6.9略） 8 (12.9也） 10 (11.0弛）
怖い 3 (10.3唱） 7 (11.3%) 10 (11.0弛）
面倒 4 (13.8%) 4 (6.5弛） 8 (8.8%) 
相手から信用されていない 2 (6.9弛） 3 (4.8唱） 5 (5.5略）
どちらかとし、うと主馨しし、 2 (6.9弘） 3 (4.8帖） 5 (5.5唱）
相手への不信感 2 (6.9%) 2 (3.2弛） 4 (4.4唱）
ICT利用を制限しなければ 0 (0首） 3 (4.8%) 3 (3.3拍）
ショック 1 (3.4弛） 1 (1.6叫） 2 (2.2略）
その他 5 (17.2%) 3 (4.8唱） 8 (8.8%) 





















カテゴリー名 男性 女性 合計
!CT利用制限 IO (45.5品） 18 (36.4%) 28 (37 .8%) 
影響なし 7 (31.日目） 14 (26. 9%) 21 (28.4紛
相手への気持ちが冷めた 1 (4.同） 12 (23.1%) 13 (17.6帖）
!CT利用を隠す 3 (13.6%) 2 (3.8弘） 5 (6.8gの
その他 1 (4.5唱） 6 (11.5%) 7 (9.5%) 








カテゴリー名 男性 女性 合計
!CT利用制限 8 (36.4弛） 17 (31.5唱） 25 (32.9%) 
対処しない 5 (22.7弛） 13 (24.1%) 18 (23.7出）
!CT利用を隠す 4 (18.2略） 7 (13.C め 11 (14.5帖）
別れた 0 (0.0%) 7 (13.0弛） 7 (9.2%) 
話し合い 1 (4.5%) 4 (7.4%) 5 (6.6%) 
無視 1 (4.5弘） 4 (7.4弛） 5 (6.6紛
謝る 2 (9.1唱） 0 (0.0唱） 2 (2.6帖）
その他 1 (4.5弛） 2 (3.7弛） 3 (3.9%) 




















た。数分ごとが14.6%, 1 日に 10 ～ 50通程度が
29.3%, 1 8 に数通程度が17.1%，毎日が14.6%,











カテゴリー名 男性 女性 合計
居場所・行動を問う 5 (22.7粉 9 (29.0品） 14 (26.4帖）
連絡の要求 2 (9.1弛） 4 (12.9略） 6 (11.3弛）
復縁を求める 2 (9.1紛 2 (6.5略） 4 (7.5%) 
かかわり希求 4 (18.2%) 3 (9. 7紛 7 (13.2略）
白傷・他害による脅し 2 (9.1弛） 1 (3.2%) 3 (5. 7弛）
愛情表現 1 (4.5私） 2 (6.5略） 3 (5.7唱）
非難 1 (4.5%) 2 (6.5弛） 3 (5.7帖）
自身の近況報告 0 (0.0略） 2 (6.5紛 2 (3.8紛
その他 5 (22.7略） 6 (19.4紛 11 (20.8也）



















カテゴリー名 男性 女性 合計
軍事陶しい・面倒 10 (41.7帖） 11 (33.3叫） 21 (36.8品）
不快 4 (16.7唱） 5 (15.2%) 9 (15.側）
気持ち悪い 1 (4.2%) 5 (15.2帖） 6 (10.日）
怖い 1 (4.2%) 4 (12.1%) 5 (8.側）
辛い 1 (4.2百） 2 (6.1紛 3 (5.3%) 
相手が嫌いに 0 (0.日明） 3 (9.1弛） 3 (5.3%) 
相手から信用されてない 1 (4.2弛） 1 (3.仰心 2 (3.5%) 
複雑 1 (4.2唱） 1 (3.0%) 2 (3.5弘）
何も感じない 2 (8.3%) 0 (0.0帖） 2 (3.5略）
申し訳ない 1 (4.2%) 1 (3.0叫） 2 (3.5%) 
その他 2 (8.3弘） 0 (0.0唱） 2 (3.5首）

















影響なし 7 (36.8%) 3 (12.0目）
関係回避 0 (0.0%) 6 (24.0弛）
疎遠 5 (26.3喝） 7 (28.0%) 
無視 2 (10.5%) 4 (16.0%) 
相手に合わせる 2 (10.5拡） 2 (8.0帖）
第3者との関わり減少 1 (5.35) 1 (4.0弘）
警戒 1 (5.3弛） 0 (0.0%) 
その他 1 (5.3%) 2 (8.0%) 



































9 (45.0%) 11 (35.5拡）
5 (25.0%) 5 (16.1叫）
2 (10.0拍） 2 (6.5%) 
1 (5.0%) 6 (19.4帖）
1 (5.0拡） 4 (12.9唱）
2 (10.0%) 3 (9.7弘）























カテゴリー名 男性 女性 合計
携帯のメール 3 (27.3唱） 6 (60.0略） 9 (42.9略）
mixiのメッセー 2 (18.2%) 3 (30.0帖） 5 (23.8帖）
掲示板 4 (36.4＇略） 0 (0.0%) 4 (19.1帖）
Twitter 2 (18.2%) 0 (0.0弛） 2 (9.5%) 
その他 0 (0.0唱） 1 (10.0%) 1 (4.8%) 












カテゴリー名 男性 女性 合計
誹誘中傷 6 (60.0%) 4 (36.4目） 10 (47.6%) 
脅迫 1 (10.0帖） 3 (27.3%) 4 (19.1%) 
プライベートの暴露 1 (10.0%) 1 (9.1%) 2 (9.5拡）
その他 2 (20.0帖） 3 (27.3唱） 5 (23.8%) 






カテゴリー名 男性 女性 合計
嫌・不快 6 (46.2唱） 2 (15.4%) 8 (30.8%) 
怖い 1 (7. 7%) 4 (30.8弘） 5 (19.2唱）
悲しい 2 (15.4弛） 2 (15.4%) 4 (15.4%) 
気持ち悪い 0 (0.0見） 2 (15.4%) 2 (7.7帖）
落ち込む 1 (7. 7弛） 1 (7. 7弛） 2 (7.7略）
その他 3 (23.1%) 2 (15.4%) 5 (19.2帖）



















行動制限 6 (60.0%) 3 (37.5弛）
無視する 1 (10.0紛 1 (12.5弛）
怖い 0 (0.0拡） 2 (25.肌）
気持ちが冷める 2 (20.0%) 0 (0.0帖）
精神的苦痛 0 (0.0略） 2 (25.0唱）
なし 1 (10.0弘） 0 (0.0見）



















カテゴリー名 男性 女性 合計
回避 3 (30.0弛） 3 (37.5出） 6 (33.3%) 
距離をとる 3 (30.0帖） 1 (12.5%) 4 (22.2%) 
意思の主張 1 (10.0弛） 1 (12.5帖） 2 (11.1%) 
対処しない 1 (10.0帖） 1 (12.5%) 2 (11.1%) 
その他 2 (20.0弛） 2 (25.0唱） 4 (22.2弛）
































2 (15.4弛） 6 (14.3唱）
3 (23.1唱I 3 (7.1%) 
2 (15.4紛 4 (9.5弘）
0 (0.0唱） 4 (9.5%) 
2 (15.4紛 2 (4.8%) 
0 (0.0唱） 4 (9.5弛）
0 (0.0略） 3 (7.1弛）
0 (0.0略） 3 (7.1弛）
0 (0.0略） 3 (7.1唱）
0 (0.0帖） 2 (4.8弛）
0 (0.0%) 2 (4.8%) 
1 (7.7弛） 0 (0.0%) 
0 (0.0略） 1 (2.4紛
1 (7. 7也） 0 (0.0%) 
2 (8.3%) 5 (11.9唱）
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